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1. はじめに  

 近年、循環型社会の形成が大きな課題となり、ごみの発生抑制・再使用が求められてい

る。詰替製品の利用もその一つの形態と考えられる。これまで、詰替製品の利用による環

境負荷の削減効果や詰替製品の購買動向 1 ,2)などの調査研究はなされているが、詰替製品の

利用要因を明らかにした分析はなされていない。  

 そこで本研究では発生抑制・再使用行動の一つである詰替製品の利用を促進するために、

その利用度に影響する要因を明らかにすることを目的とした。  

 

2. 主たる解明点および結論  

2.1.検討した要因と分析方法  

 本研究では、シャンプーの詰替製品の利用に影響する要因として、詰替製品購入意図、

価格評価、店舗の取扱状況、ごみ減量意図、ごみ問題に対する認知、詰替行動についての

評価、もったいない意識などを想定し、Backword法による重回帰分析により要因に関す

る仮説を検証した。  

 

2.2.データと調査の概要  

 データは、大阪府箕面市の住民を対象とした質問紙調査によって収集した。調査対象は

以下のように抽出した。初めに箕面市の地区別のごみ量の資料に基づき多い地区、少ない

地区各２地区ずつを選択した。そして箕面市住宅地図に基づき各地区から250世帯ずつ、

計1000世帯を系統無作為抽出により抽出した。ただし本報告の分析では地区の違いは考慮

していない。調査法は郵送法である。なお調査への依頼ハガキを送ったところ、あて先不

明や回答拒否の世帯があったため、実際に調査票を送ったのは880通であった。平成18年

12月19日に調査票を発送し、平成19年1月12日  までに回収できた286通を分析対象とした。

全体としての回収率は28.6％、実際に調査票を送ったうちの回収率は、32.5％であった。

回答は家族の食料品・日用品を購入している人に依頼している。  
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2.3 分析結果と考察  

 要因分析の従属変数として用いた「詰替製品の利用度」の回答結果を図1に示す。これ

は「あなたの家庭では、次の日用品について、それぞれどの程度詰め替えを行っています

か」との問いに対して、シャンプーついて「ほぼ行う」 (1)から「まったく行わない」 (5)

までの5段階評価で回答してもらった結果である。  

 図のように「ほぼ行う (1)」が約５

割と最も多いが、ある程度のばらつ

きがある。  

 次に、この「詰替製品の利用度」

を従属変数、2.1で述べた各種の変数

を独立変数としたBackward法による重回帰分析を行った。さらに、その主要な要因であ

った「詰替製品の購入意図」についても、これを従属変数とした同様の分析を行った。結

果を表１に示す。  

 結果からは、シャンプーの詰替製品の利用度には詰替製品の「購入意図」のほか、「価格」

「店舗の取り扱い」が影響しているという結果となった。すなわち「価格」、「店舗の取扱

い」は「購入意図」とは独立に

影響しており、価格政策、詰替

商品の品揃えの充実は、消費者

の意識とは独立に効果があると

考えられた。  

 一方、購入意図の要因として

は、「ボトル入りを買うのは気

が引ける」といった社会規範意

識や、詰替製品利用のごみ減量

に対する有効性評価、詰替の手

間の評価、などが相対的に強く

影響していた。このことから、

詰替製品はごみ減量に有効で望ましい、という情報・評価を共有できるような企業や行政

の働きかけとともに、詰替の手間を軽減するような製品開発も、さらに詰替え製品利用を

促進するために有効であると考えられた。  
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表1. 詰替行動の要因分析の結果 
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図1. 調査対象における詰替の状況 


